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Ⅰ．はじめに 

 看護基礎教育において臨地実習は、看護師になるた

めに重要な学習方法の１つである。臨地実習で学生は、

学校で学習した知識・技術・態度を実際の看護場面で

実践し、学生自身の看護観を形成していく。 

 薄井 1）は「看護実践を支えるものが看護観であり、

看護観は看護技術に表現され、看護の正しい発展には

方法論や技術論のみならず看護観が必要であり、看護

観なくして看護実践はできない」と述べている。 

 学生が看護師として職業意識を持ち、働き続けてい

くうえでも看護観を形成していくことは重要である。

したがって、学生の看護観の変化のプロセスを明らか

にすることは、看護基礎教育における学生指導にとっ

て重要な知見を提供すると考えられる。 

 実習を通して学生の看護観がいかに形成されるか

については、これまで掛谷2）が、実習前後での学生の

看護観の変化を研究している。 また、當間3）、柿沼

4）も実習での経験によって看護観が形成されていくこ

とを明らかにしている。また、しかし、いずれの研究

も１つの実習を単発で取り上げて、そこでの看護観を

研究しているものであり、実習を積み重ねていくこと

が学生の看護観の形成に与える影響について検討は

されていない。実習を経年比較の観点でとらえた研究

としては、看護学校2年次生の実習前後の看護観を対

象とし、上級生では実習の積み重ねによって看護観に

変化が起きていると結論づけた安藤ら5）の研究がある。

しかし、安藤らは、2年次生を他の年次の学生の体験

と比較はしているが、同一集団を研究対象としている

わけではないため、同一集団の学生が実習を重ねるこ

とでどのように看護観が変化したかは明らかになっ

ていない。同一集団の学生を継続的に研究したもので

は、大槻6）の研究がある。この研究では、1年次後期

から3年次の母性看護学実習終了まで、継続して看護

学生の母性意識のデータ収集を行い、分析している。

要  旨 

研究の目的は、基礎看護学実習を経験した学生の看護観が、学年を経てどのように変化をしていくの

か、そのプロセスを明らかにすることである。この目的のため、本研究では A 看護専門学校において 1 年次

から 2 年次にわたる実習に参加した同一の 30 名の学生の経年変化を分析した。実習が終了した時に記

述する「実習のまとめ」をデータとして用いて、学生の看護観は実習を重ねていくことでどのような変化をし

ているのかを明らかにした。記述内容の分析は、Text Mining Studio 5.2 を使用し、単語頻度解析とことば

ネットワークの分析を行った。この結果、実習を重ねていく中で学生は、看護師の仕事を眺めていた立ち位

置から看護師側の立ち位置に立てるようになり、患者の気持ちに意識を向けることができるようになったこと

が明らかになった。実習での経験を通して、1．身体的実践としての看護師、2．看護実践者への一歩、3．

患者に対する「気持ち」の出現、4．「コミュニケーション」の変化の 4 点において看護観の変化が起きている

ことが明らかとなった。今回の研究では 1 年次から 2 年次での看護観の変化を対象にしたが、今後は看護

基礎教育終了までの同一の学生集団の看護観の変化を明らかにしていくことが必要である。 
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ただし、同一集団の経年変化は扱われているものの、

研究対象が看護学生の母性意識に特化されており、学

生の看護観全体の構造的な変化をとらえるに至って

いない。同一集団の学生を対象として、実習を積み重

ねることで、学生の看護観がどのように変化していく

のかを明らかにした研究はこれまでなされていない。 

 以上を踏まえ、本研究では学生の看護観が実習を重

ねることで、どのように変化していくのか、そのプロ

セスを明らかにする。 

 

用語の操作的定義 

 看護観：看護に対する見方、捉え方 

 

Ⅱ．対象と方法 

１）研究対象者 

2012年度にA看護専門学校に入学し、１年次から2

年次に病院での臨地実習に参加した学生30名。 

２）A看護専門学校の基礎看護学実習の概要 

 対象とした学生が参加した実習の位置づけの確認

のために、A看護専門学校における実習の概要を示し

ておく。A看護専門学校では、臨地実習を1年生の8

月下旬から開始する。1年次8月の臨地実習（「基礎看

護学実習Ⅰ」）では、1週間の臨地実習を行う。この臨

地実習で学生は「看護学生」として初めて病院に入り、

患者の入院生活や看護活動の実際を知る。2年次では

6 月中旬から 3 週間の臨地実習を行う（「基礎看護学

実習Ⅱ」）。学生は教科書や学内演習で学習したことを

ふまえ、実際に患者を受け持ち「看護援助」を実践す

る。看護援助の実際を体験し、個別性を重視した具体

的な看護の在り様を主体的に考えていくことが求め

られる。 

 それぞれの実習目的および実習目標は表１のとお

りである。 

３）調査期間 

2012年9月から2013年8月である。 

４）調査内容 

 病院での臨地実習に参加した 30 名が各実習の終了

後に記述した「実習のまとめ」をデータとして用いた。

「実習のまとめ」は、実習を振り返り考えたこと、学

んだことなどを整理し記述するために準備されたも

のである。学生には、実習前のオリエンテーション時

に実習期間中を振り返り考えたこと、学びを記載する

ように説明している。すべての実習において同じ形式

であり、記述内容も統一されている 。学生は「実習の

まとめ」を用いることで実習での振り返りを行うこと

や学びを整理することができ、教員・臨床指導者は、

学生の実習での学びがどのようなものであったかを

記載内容から確認することができる。 

５）分析方法 

 「実習のまとめ」の記述内容の分析にあたっては、

テキストマイニングのプログラムであるText Mining 

Studio 5.2（株式会社NTTデータ理数システム）を使

用した。本研究では、単語頻度解析とことばネットワ

ークを用い分析を行った。 

 単語頻度解析は、テキストの中で最も多く使用され

ていた単語を抽出したものである。出現頻度は上位20

  表１ 基礎看護学実習の実習目的・目標 

基礎看護学

実習Ⅰ 

実習目的： 

入院している患者の生活と環境を知

るとともに、看護活動の実際を学ぶ。 

実習目標： 

１.入院生活環境の実際を知ることで

きる。 

２.患者の状況に応じた看護を知るこ

とができる。 

３.コミュニケーション技術を通し

て、患者―看護師の望ましい人間関係

について考えることができる。  

４.信頼される基本的な態度を身につ

ける。 

基礎看護学

実習Ⅱ 

実習目的： 

人間に対する理解を深め、日常生活援

助を通して看護実践に必要な基礎的

能力を養う。 

実習目標： 

１.健康問題のある対象に対して、看

護のプロセスを通して援助すること

ができる。 

２.信頼される看護者としての態度を

身につけることができる。 

 A 看護専門学校 基礎看護学実習要項より抜粋 
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語に設定し、抽出品詞は、名詞・動詞・形容詞とした。 

 ことばネットワークとは、属性とことば、あるいは

ことば同士の関連性の強さをネットワーク図で図示

したものである。ことばネットワークは、イメージ・

動詞・話題一般を選択することができる。今回の研究

では、話題一般（名詞-形容詞・形容動詞・動詞）を解

析したものを取り扱う。言葉の出現回数 10 回以上、

最低信頼度 60 を共起ルールとして設定した。ことば

ネットワークには、ノード（丸）、クラスタ、エッジの

3つが描写される。ノード（丸）は、共起関係にある

それぞれの単語を示す。大きな円ほど、出現回数が多

いことを示している。エッジはノードとノードを結ぶ

線であり、共起関係があることを示し、線の幅は共起

関係の頻度を示す。クラスタは、エッジで結びつき合

ったノードの塊であり、話題のまとまりを示している。

この手法を用いて 1 年次の実習終了後の記述内容の

構造と2年次のそれとを比較すれば、時系列上での変

化が明らかになることが期待される。 

６）倫理的配慮 

研究対象者となる学生に、実習の成績結果が返却さ

れた後に研究の概要、個人情報保護に関する事項、侵

襲および安全管理に関する事項、研究中・終了後の対

応、自由意志による研究の参加について口頭と説明書

をもって行った。同意書への署名をもって研究参加の

同意を得た。本研究は、N大学究審査委員会の承認を

得て実施した（承認番号：15-019）。 

Ⅲ．結果 

１）基礎看護学実習Ⅰ 

基礎看護学実習Ⅰ終了後に書かれた「実習のまとめ」

を上記の方法で分析した結果、ことばネットワークで

は、クラスタ数は5個、ノード数は68個、のべ単語

数は数6582語であった（図１－1、図１－2）。「実習」、

「自分」、「患者」とした大きなクラスタがあり、「看護

師」、「コミュニケーション」がそれぞれ中心となった

クラスタ、「気」、「良い」を中心としたクラスタができ

た。最も大きなクラスタでは、「患者」、「実習」、「自分」

が強い共起関係であった。「患者」に対して「空間」、

「ベッド」、「窓側」、「カーテン」、「大部屋」、「プライ

バシー」など、生活環境に関わることばについて強い

共起関係が見られた。また、「声」、「話」、「音」といっ

た聴覚に関わることばについても強い共起関係が見

られた。 

 「看護師」を中心としたクラスタでは、「いる」、「行

う」、「思う」の動詞がみられた。また、「看護師」に「生

活環境」、「生活」、「部屋」、「個室」と「看護師」との

共起関係が見られた。 

 「コミュニケーション」のクラスタでは、「とる」、

「病室」と強い共起関係にあった。「コミュニケーシ

ョン」は単語頻度解析でも上位になっていた。 

 「気」のクラスタでは「聞く」、「言う」、「使う」な

どの動詞と「大切」、「必要」と共起関係があった。 

単語頻度解析の結果、最も多く使われていた単語は、

「患者」、「自分」、「実習」、「看護師」、「気」であった。

「気」は、データを参照すると「気遣う」、「気づく」、

「気持ち」などとして多く使われていたが、頻度単語

分析にも言葉ネットワークにも表現されなかった。

「見る」、「行う」、「考える」といった動詞は中位にみ

られた。 

２）基礎看護学実習Ⅱ 

ことばネットワークの分析の結果、クラスタ数は6

個、64 個のノード数となった。のべ単語数は数 6817

語であった（図2－1、図2－2）。 

「患者」を中心としたクラスタ、「援助」、「実習」、

「考える」を中心としたクラスタの2つの大きなクラ

スタができた。「患者」を中心としたクラスタ、「援助」、

「実習」、「考える」を中心としたクラスタは近い距離

となった。また、実習期間である「3週間」を中心と

して「得る」、「学ぶ＋できる」のノードに強い共起関

係をもったクラスタができた。「3週間」は単語頻度分

析でも上位にある。「3週間」を中心としたクラスタは、

「患者」を中心としたクラスタ、「援助」、「実習」、「考

える」を中心としたクラスタと距離をもっていた。「患

者」を中心としたクラスタでは、「学校」、「技術」、「練

習」など、学生が学内で行ってきたことや「危険」、「観

察」といった患者に関わることに共起関係が見ら 
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  図1－1 基礎看護学実習Ⅰ ことばネットワーク 

  図1－2  基礎看護学実習Ⅰ 頻度単語分析 
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  図2-1 基礎看護学実習Ⅱ ことばネットワーク 

  図2-2 基礎看護学実習Ⅱ 頻度単語分析 

れた。また、「生かす」、「関わる」、「知る＋できる」な

どと動詞に強い共起関係が見られた。「行う」のノー

ドは「患者」や「実習」のノードに共起関係を示して

いた。 

 「援助」、「実習」、「考える」を中心としたクラスタ

は、多数のノードが強い共起関係をもっていた。特に

「安全」、「看護」、「情報収集」、「嬉しい」は、「援助」、

「実習」、「考える」のすべてと強い共起関係をもった。

また、「考える」では、「嬉しい」、「安全」、「看護」と

いったノードと共起関係が見られた。「援助」では、

「安全」、「情報収集」、「状態」、「方法」といった援助

に欠かせない言葉と強い共起関係にあった。「実習」
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には、「安全」、「情報収集」、「看護」、「重要」などのノ

ードや「する」、「合わせる」、「行く」などの動詞にも

強い共起関係が見られた。 

 単語頻度解析では、「患者」、「実習」、「思う」、「行

う」、「援助」が上位となった。その他、「考える」、「学

ぶ」、「見る」、「感じる」といった動詞が上位 20 語の

中に多くみられた。 

３）基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱの結果の変化 

以上をまとめると表２のようになる。表中の単語は、 

テキストマイニング単語頻出解析上位 10 語であり、

○は中心となるクラスタである。

表２ テキストマイニング結果のまとめ 

実習名（年次） 単語とクラスタ（太字は共通のも
の）

基礎看護学実
習Ⅰ（1 年次） 

〇患者,〇⾃分,〇実習,〇看護師,〇
気,〇良い,〇コミュニケーション,

⼈,違う,感じる
基礎看護学実
習Ⅱ（2 年次） 

〇患者,〇実習,〇思う,〇⾏う,〇援
助,〇考える,〇３週間,実際,学ぶ,気
持ち

基礎看護実習Ⅰと基礎看護実習Ⅱの結果から特徴

的な変化がみられたのは以下の4点である。

１. 変化１

単語頻度分析の結果から1年次に上位であった「看

護師」という単語が2年次になると上位20 語の中に

みられなくなった。ことばネットワークでは、1年次

には「看護師」というノードが中心となるクラスタが

あったが、2年次では、64のノード中に「看護師」の

ノードがなくなった。 

2. 変化２

単語頻度分析の結果をみると、「行う」、「考える」の

動詞の頻度が上がってきている。また、ことばネット

ワークでは、「考える」、「行う」といった動詞がクラス

タの中心になって構成されているものが見られる。 

3. 変化３

基礎看護学実習Ⅰで単語頻度分析に見られなかっ

た「気持ち」という言葉が、基礎看護学実習Ⅱでは見

られるようになった。基礎看護学実習Ⅰのことばネッ

トワークで「気持ち」は、頻度は低いながらも「コミ

ュニケーション」や「病室」と共起関係を持っていた

のに対して、基礎看護学実習Ⅱでは、「患者」と共起関

係を持つように変わっている。 

4. 変化４

1年次、2年次とも単語頻度解析では、「コミュニケ

ーション」の単語は上位に入っている。しかし、2年

次になると頻度回数の順位が下がっている。1年次に

は、コミュニケーションを中心としたクラスタができ

ていたが、2年次になると「コミュニケーション」は、

「患者」を中心としたクラスタの中に取り込まれ、「患

者」と共起関係を示すようになる。 

Ⅳ．考察 

１）身体的実践としての看護師 

1年生の基礎看護学実習Ⅰは、入学して4か月が経

過した学生の実習であることを考慮して、看護師の職

業を実感できるように、実習の目標に「患者の状況に

応じた看護を知ることができる」をあげている。学生

は、看護師が実際に働いている場面を目の当たりにし、

看護活動の実際を見ることよりも、看護をしている看

護師の姿そのものに注目していたため「看護師」とい

うノードを中心としたクラスタができたと考えられ

る。この段階ではまだ学生にとって「看護師」は、見

て憧れる対象でしかないと考えられる。2年次の基礎

看護学実習Ⅱでは、学生は清拭や洗髪といった日常生

活援助を実践する。また、患者と関わり困ったこと、

戸惑ったこと、自分が患者に行った援助を振り返るこ

とで、看護師は対象ではなく自らの身体的実践となっ

ている。看護師は見られる他者の役割ではなく、自ら

のふるまいそのものになっている。 

 伊藤・中岡7）は、1年次の学生を対象とした実習に

ついて「“夢の実現”や“憧れ”に関すること項目が高

く、漠然とした関心や意欲は持っているが、現実的な

行動には結びついていない可能性がある」と述べてい

る。１年次の学生は、看護師という職業に対して憧れ
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が強く、看護師という仕事に具体性が見いだせず、漠

然と看護師という職業を捉えている傾向があること

が考えられる。しかし、2年次になり実際に患者へ日

常生活援助を提供した経験から、看護師が名詞として

名指されるものではなく、自らふるまう行為や態度と

して具体化されていったと考えられる。 

２）看護実践者への一歩 

基礎看護学実習Ⅰでは、学生が主となって患者へ看

護を実践する機会は少なく、患者の病室環境や看護師

の仕事を見学する場面が多い。そのため、基礎看護学

実習Ⅰでは、看護の実践はまだ「考える」、「行う」こ

とを伴うものではない。一方、基礎看護学実習Ⅱでは、

学生が患者へ日常生活援助を実践する。学生は、日常

生活援助を実践するために「考える」、「行う」を繰り

返していたため「考える」、「行う」がクラスタとなっ

たと推察される。 

基礎看護学実習Ⅱでは、看護を実践していくための

１つの方法として看護過程を理解することを目標に

している。実習目標の達成の視点から考えると、学生

は看護過程の看護計画の立案、実施、評価の部分を実

践していたと捉えることができる。 

 また、池西8）は「一人ひとりの訴えに耳を傾け、状

態を観察し、適切な方法で確実な技術を用いて実践し、

その成果を評価する。この一連の看護実践に欠かせな

いのが思考力である」と述べている。学生は受け持っ

た患者と向き合い患者のために何ができるのか思考

をしていたと考えられる。 

３）患者に対する「気持ち」の出現 

基礎看護学実習Ⅰで単語頻度分析に見られなかっ

た「気持ち」という言葉が、基礎看護学実習Ⅱでは見

られるようになった。基礎看護学実習Ⅰのことばネッ

トワークで「気持ち」は、頻度は低いながらも「コミ

ュニケーション」や「病室」と共起関係を持っていた

のに対して、基礎看護学実習Ⅱでは、「患者」と共起関

係を持つように変わっている。 

 基礎看護学実習Ⅰでの学生は、学生が主体的に患者

に日常生活援助を実施することはなく、看護師が実施

している場面を見学するにとどまっている。基礎看護

学実習Ⅱは、事前に学内で患者への日常生活援助を練

習する。学内での練習では、患者役が学生であり、ま

たモデル人形を使用しての練習になることが多いた

め、患者の気持ちを考えるまでに至らず、相手からの

反応に限界がある。患者の気持ちを考えることが要求

されず、相手からの反応を感じ取る必要がない。しか

し、基礎看護学実習Ⅱにおいては、実際の患者への援

助に際して、患者の気持ちを考慮したり推測したりす

る必要性に直面する。梶田9）は、看護師に求められる

こととして「医療についての最新の知識や技能もある

程度身につける必要があるが、同時に患者の側を向い

て仕事をすること」と述べている。基礎看護学実習Ⅱ

を経験することで、学生は、患者の立場になって感じ

考える。すなわち患者の「気持ち」を意識することが

できるようになったと考えられる。 

４）「コミュニケーション」の変化 

基礎看護学実習Ⅰでの学生は、初めて医療現場に立

ち入ったことや、自身とは年齢の異なる患者と接する

ことに強い緊張感をもつ。「私は最初、聞き出せれば

コミュニケーションがとれていると思っていた」、「緊

張していて患者さんとコミュニケーションをとるの

に精一杯だった」の記述がある。基礎看護学実習Ⅰで

は、初めて出会った患者とコミュニケーションをとる

ことに意識が集中したため、クラスタの中心になった

と考えられる。ここでは「コミュニケーション」はと

るものとして、抽象的にしか意識されていない。しか

し、基礎看護学実習Ⅱでは、「コミュニケーシン」は

「患者」と共起関係をとるようになった。 

 Ｅ.Ｍ.ロジャーズ10）は、コミュニケーションを「相

互理解のために参画者が互いに情報を作り分かち合

う過程」と定義している。学生は、日常生活援助を実

践することを通して、患者と関わることでコミュニケ

ーションをとらなくてはいけないという考えから離

れ、コミュニケーションとは患者を理解するだけでな

く、学生自身のことも理解してもらうことであると実

感できたためと考えられる。そのため「コミュニケー

ション」という言葉を意識しなくてもよくなったため

頻度も下がったと考えられる。 
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Ⅴ．結論 

基礎看護学実習Ⅰでの「実習のまとめ」では、実習

で学生が見てきたままの事実が多く見られた。しかし、

基礎看護学実習Ⅱの「実習のまとめ」では、患者への

看護援助を実践することで看護師としてのありよう

や患者を想う気持ちが表現されていた。学生は、実習

での経験を通して、1.身体的実践としての看護師、2．

看護実践者への一歩、3.患者に対する「気持ち」の出

現、4.コミュニケーションの変化の4点において看護

観の変化が起きていることを示した。しかし、これら

の看護観の変化は、1年次から2年次に至る変化であ

り、途上のものである。今後は看護基礎教育終了まで

の同一の学生集団が、実習を経ることでどのように看

護観をどのように変化をしているのかを明らかにし

ていくことが必要である。 
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